
 VENEZUELA TODAY 
２０２４年６月７日～６月９日報道             No.１０７４   ２０２４年６月１０日（月曜） 

1 / 8 

（写真）マドゥロ大統領 X “トルコ企業 大規模な石油化学工場の建設で合意” 

 

 

２０２４年６月７日（金曜） 

 

政 治                     

「CNE カーターセンター選挙監視団派遣を発表」 

「Datanalisis ２０１２年と２４年の大統領選比較」 

経 済                     

「イラン企業の協力でガス製品の生産が増加」 

「トルコ 巨大な石油化学工場建設などで合意」 

「Toyota de Venezuela 新型 PRADO お披露目」 

「２０２４年 自動車販売増加の背景は」 

「２４年５月 インフレ率は先月比１．５％増」 

社 会                     

「市長 スーパービゴテ服を女性にプレゼント？」 

24 年 6 月 8-9 日（土・日） 

 

政 治                    

「与党 PSUV １×１０イベントを全国で開催 

～こじんまりしたイベントで注目度低い～」 

「検事総長 チリに Ojeda 氏の出入国記録要請」 

経 済                    

「PDV Holdings 競売 JP Morgan に協力依頼？」 

「米議員 バイデン政権に競売停止を要請」 

「ポルトガル投資家 経済・観光分野で協議」 

社 会                    

「ラテンアメリカ諸国の生活費比較」 

「全国の刑務所で囚人の一斉デモ」 
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２０２４年６月７日（金曜）             

政 治                      

「CNE カーターセンター選挙監視団派遣を発表」       

 

「選挙管理委員会（CNE）」のコンラド・ペレス役員は、

ベネズエラ民放「Globovision」のインタビュー番組に出

演。 

 

米国 NGO「カーターセンター」が、国際選挙監視団と

して７月２８日の大統領選に参加すると言及した。 

 

「カーターセンター」は、米国の第３９代大統領である

民主党のジミーカーター氏（在任期間は１９７７年１月

～８１年１月）が設立した非政府・非営利組織。 

 

非政府・非営利組織といっても外交活動を行っている性

質上、米国の外交政策との関係は切っても切り離せない。 

 

２０２３年１０月に与野党代表はバルバドス合意を締

結したが、その合意の中には「EU」「国連」「カーターセ

ンター」を選挙監視団として派遣することが明記されて

おり、この合意に応じて CNE は「カーターセンター」

を招待していた。 

 

なお、コンラド・ペレス役員は EU の選挙監視団派遣を

撤回した件について「極めて残念だが、CNE は選挙当

局として国の規則を守らせる必要がある」とコメント。 

 

「マドゥロ政権に制裁を科す姿勢は中立性に欠けてお

り、ベネズエラを尊重していない」「EU は選挙監視団と

してふさわしくない」との姿勢を示した。 

 

 

 

 

「Datanalisis ２０１２年と２４年の大統領選比較」         

 

６月６日 世論調査会社「Datanalisis」のビセンテ・レ

オン社長は、ラジオ番組「Union Radio」に出演。 

 

２０１２年、１３年に行われた大統領選と２０２４年の

大統領選を比較し、２０１２年、１３年に野党統一候補

として選挙戦を戦ったエンリケ・カプリレス元ミランダ

州知事の方が、マリア・コリナ・マチャド氏（MCM）

およびエドムンド・ゴンサレス氏より多くの人々を動員

することが出来たと指摘した。 

 

「カプリレス元知事の選挙キャンペーンの動員数は

MCM 氏やゴンサレス氏の動員数を大きく超えていた

ことは明白である」 

「７月２８日の大統領選で野党の勝利が確定しており、

サプライズの余地はないという指摘は真実ではない」 

と指摘した。 

 

ちなみに、エンリケ・カプリレス候補は、２０１２年１

０月の大統領選で約６５９．１万票を獲得した。 

 

 

（写真）CNE 
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また、２０１３年の大統領選では、約７３６．４万票を

獲得した。 

 

 

（写真）CNE 

 

当時の選挙ムードと今回の選挙ムードを比べると、筆者

もエドムンド・ゴンサレス候補が２０１２年、１３年当

時の投票数を超えることは難しいのではないかと想像

している。 

 

経 済                        

「イラン企業の協力でガス製品の生産が増加」           

 

PDVSA は、ソーシャルメディアの公式アカウントにて、

「イランとの協力により、PDVSA Gas は高い技術を導

入し、生産を増加させた」と投稿。 

 

具体的に「イランの Hilavis Arina の協力により、アンソ

アテギ州の San Joaquin 工場、モナガス州の Santa 

Barbara 工場、Jusepin 工場で天然ガス・石油液化ガス・

ナチュラルガソリンの生産量が増加する」と補足した。 

 

２０２４年２月 イランの Jabad Owji 石油相がベネズ

エラを訪問し、二国間のエネルギー関係を強化した。 

 

 

 

また、６月３日にイランから企業団がベネズエラを訪問

し、José Félix Rivas 経済鉱物鉱業分野副大統領と面談

し、二国間の事業協力について協議したという。 

 

 

（写真）PDVSA X 

 

「トルコ 巨大な石油化学工場建設などで合意」                  

 

マドゥロ大統領は、トルコとベネズエラが石油化学・ガ

ス・GOLD の分野で合意を締結したと発表した。 

 

マドゥロ大統領によると、今回の合意の中で最も大きな

ものは、「アンモニアを生産する石油化学の巨大プラン

トの建設」だという。 

 

マドゥロ大統領は、テレビで 

「既に計画は完成している。ベネズエラの石油化学分野

の巨大な潜在性を生かすための建設投資に向けて検討

が進んでいる」とコメントした。 
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また、詳細については言及しなかったものの、 

「天然ガス分野での投資合意に署名した」 

「オリノコ鉱物地帯に存在する GOLD の開発で合意を

交わした」 

と言及している。 

 

 

（写真）@TellecheaRuiz 

 

「Toyota de Venezuela 新型 PRADO お披露目」                  

 

６月６日 「Toyota de Venezuela」は、新モデル「ラン

ドクルーザー Prado ２０２４」を披露した。 

 

「Prado ２０２４」は、７人乗りの５ドア。 

発表の段階では価格は公開されていない。ホームページ

でも価格は公開されておらず、購入希望者は問い合わせ

を行う必要があるようだ。 

 

（写真）Toyota de Venezuela 

 

「２０２４年 自動車販売増加の背景は」                  

 

「ベネズエラ自動車部品商工会（Favenpa）」のオマー

ル・バウティスタ代表は、「Bloomberg Linea」の取材に

回答。 

 

２０２４年１～４月まででベネズエラの自動車販売台

数は４２７９台とコメント。全体の６５％は乗用車で、

３５％は商業車と説明した。 

 

２０２４年に入り、ベネズエラの自動車販売台数は急激

に増加しており、前年同期比２３０％増になっていると

いう。 

 

販売台数増加の背景には、為替レートの安定と、レート

の安定に伴う物価の安定などがあると指摘している。 

 

また、そもそもの理由として、ベネズエラでは古い自動

車が走行しており、買い替え需要が高いと補足。 

国内を走行している自動車の７０％超が製造から１５

年以上経過しており、２０万キロ以上走っているため、

メンテナンス費がかかっていると指摘した。 

 

他、２０２４年に入り自動車融資のオプションが増加し

ていることも挙げた。 

 

初期費用として購入価格の３０～５０％は支払う必要

があり、決して購入のハードルは低くないが、一定数の

消費者はアクセス可能になっているという。 

 

なお、自動車販売台数は増加しているが、過去と比べれ

ば十分な水準には達していないと補足した。 

 

Favenpa によると、ベネズエラの自動車販売のうち５

０％は「Toyota」、１９％は中国の「JAC」、９％は同じ

く中国の「Changan」だという。 
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「２４年５月 インフレ率は先月比１．５％増」                  

 

６月７日 ベネズエラ中央銀行（BCV）は、インフレ率

を公表。２０２４年５月のインフレ率は、先月比１．５％

増だったと発表した。 

 

２０２４年１～５月までの累積インフレ率は７．８％。 

２０１２年以来の低いインフレ率になっている。 

 

(写真)BCV 

 

以下は、BCV が発表した２００８年～２４年の各年５

月の先月比インフレ率。先月比１．５％増は２００８年

から今までで最も低いインフレ率ということになる。 

 

（写真）BCV 

 

なお、野党国会の経済財務委員会を前身としている「ベ

ネズエラ金融観測所（OVF）」は、２４年５月のインフ

レ率について先月比３．９％増、２０２４年１～５月ま

での累積インフレ率を１５．３％と発表している（「ベ

ネズエラ・トゥデイ No.1073」）。 

 

社 会                        

「市長 スーパービゴテ服を女性にプレゼント？」           

 

ソーシャルメディア上で、マドゥロ大統領をスーパーヒ

ーローに見立てたアニメ「Super Bigote」の仮装をした

女性の写真が拡散され、ベネズエラ国内で話題になって

いる。 

 

ど う や ら こ の 衣 装 は ミ ラ ン ダ 州 ク ア 市 の Jonatan 

Herrera 市長が選挙キャンペーンでプレゼントしたもの

のようで、「公費の無駄遣い」と批判的なコメントが投

稿され、炎上している。 

 

なお、Jonatan Herrera 市長はこれらの否定的なコメン

トに反論。自身のインスタグラムで「スーパービゴテ万

歳。全ての偽アカウントと巨大オペレーターを特定する

ため、悪いコメントを期待している」と投稿した。 

 

（写真）@jesusmedinae 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/c31b6f5c1770fd1209c2fe6d1e4c2552.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/c31b6f5c1770fd1209c2fe6d1e4c2552.pdf
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２０２４年６月８日～９日（土曜・日曜）              

政 治                       

「与党 PSUV １×１０イベントを全国で開催     

  ～こじんまりしたイベントで注目度低い～」        

 

６月９日 与党「ベネズエラ社会主義統一党（PSUV）」

は、「１×１０」の政治イベントを実施した。 

 

「１×１０」は、一人の与党支持者が１０人に投票を呼

び掛けるというキャッチフレーズで、６月９日のイベン

トは、「１×１０」が本当に機能するかどうかを確認す

るためのイベント。 

 

実際に全国各地で PSUV 党員が集会場を設置し、投票

の呼びかけや登録作業を行った。 

 

 

 

（写真）PSUV 

 

率直に言って、このイベントが成功か失敗かは不明。 

 

全国各地で分散して行うイベントだったこともあり、左

の写真の通り全体的にこじんまりしたイベントだった。 

大動員があったわけでもなく、メディアではほとんど取

り上げられていない。 

 

「検事総長 チリに Ojeda 氏の出入国記録要請」           

 

６月８日 タレク・ウィリアム・サアブ検事総長は、記

者会見を実施。 

 

「外交窓口を通じて、チリ政府に対してベネズエラの元

軍人 Ronaldo Ojeda 氏の出入国記録を提出するよう要

請する」と発表した。 

 

Ronaldo Ojeda 氏は、マドゥロ政権に反旗を翻した元軍

人で、２０１７年にマドゥロ政権に拘束されたが、移送

中に脱走。チリに亡命し、チリでマドゥロ政権の崩壊作

戦を進めていた。 

 

サアブ検事総長は、「ベネズエラ元軍人はクーデター計

画を企てており、チリから他国に移動していた」「チリ

政府は Ronaldo Ojeda 氏の出入国記録を提出し、移動を

許可していた理由を説明する必要がある」と訴えた。 

 

経 済                       

「PDV Holdings 競売 JP Morgan に協力依頼？」            

 

CITGO の１００％持株会社「PDV Holdings」の競売が

佳境に入っている。 

 

第２回目の競売の応札期限は６月１１日に迫っており、

７月１５日には落札者が決まる予定となっている。 
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本件について、「Bloomberg」は、ベネズエラの債権者グ

ループが、米国の大手金融機関である「JP Morgan Chase」

に７０億ドルの資金支援を申し入れおり、JP Morgan も

この申し入れを受け入れていると報じた。 

 

仮に競売の落札者が確定し、債権者が資金を回収できる

ようになった場合、この取引の決済に JP Morgan が関

与することになるのかもしれない。 

 

なお、JP Morgan は２０２１年に CITGO 側の交渉アド

バイザーとして債権者らと協議を行ったが、当時の協議

は失敗に終わっていた。 

 

「米議員 バイデン政権に競売停止を要請」         

 

PDVSA 並行役員は、「超党派の米国議会議員グループ

がバイデン政権に対して、PDV Holdings の競売停止を

要求した」と発表した。 

 

 

PDVSA 並行役員の発表によると、米国議員グループは

「CITGO はベネズエラの石油産業にとって極めて重要

な資産であり、CITGO のコントロールを失うことはベ

ネズエラ経済にとって致命的な打撃になる」 

「CITGO（PDV Holdings）の競売は、ベネズエラの経

済回復と民主主義の再樹立に障害を及ぼす」 

「マドゥロ政権による民主主義活動家への抑圧が強化

され、民主的な政権移行が困難になる」 

と指摘した。 

 

「ポルトガル投資家 経済・観光分野で協議」         

 

アリ・パドロン観光相は、ポルトガル人投資家グループ

および Mary Flores 在ポルトガル・ベネズエラ大使らと

面談。ベネズエラの経済・観光促進について意見交換を

行った。 

 

 

ポルトガル人投資家グループは、特に経済特区の投資優

遇策について説明を受けたという。 

 

 

（写真）DolarToday 

 

社 会                       

「ラテンアメリカ諸国の生活費比較」            

 

Bloomberg は、ブラジル人経済学者 Leonardo Trevisan

氏によるラテンアメリカ諸国生活費比較について報道。 
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ベネズエラの生活費については、ラテンアメリカ諸国の

中では中間にあたる月額６０１ドルとした。 

 

生活費の安い国から順に紹介すると、 

・パラグアイが月額４４６ドル 

・アルゼンチンが同４６９ドル 

・ボリビアが同４８１ドル 

・ペルーが同４９５ドル 

・コロンビアが同５２７ドル 

・エクアドルが同５４１ドル 

・ブラジルが同５５３ドル 

・ニカラグアが同５５５ドル 

・ベネズエラが同６０１ドル 

・グアテマラが同６３８ドル 

・エルサルバドルが同６４５ドル 

・ホンジュラスが同６４５ドル 

・チリが同７０３ドル 

・メキシコが同７０６ドル 

・パナマが同７７９ドル 

・コスタリカが同８６５ドル 

・ウルグアイが同８８７ドル 

だった。 

 

「全国の刑務所で囚人の一斉デモ」           

 

６月９日 「ベネズエラ刑務所観測所（OVP）」は、空

腹を理由に全国の刑務所で囚人の抗議デモが起きてい

ると報じた。 

 

囚人らは人道保護を求めており、別の刑務所への移送を

要求しているという。 

 

OVP が公開した刑務所内の抗議デモでは、囚人らが国

歌を歌っている。 

 

 

 

なお、ベネズエラで唯一の女性専用刑務所「INOF」で

も抗議行動が起きているという。 

 

 

（写真）OVP 

 

以上 

 


